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３．１１震災から、今思う・・・。

   ３月11日に発生した「東日本大震災」は、マグニチュード９．０の巨大地震
とそれに伴う、大津波と相まって東北・関東地方に多数の人命と莫大な資
産が失われるという未曽有の災害をもたらしました。県内でも、家屋や道路、
河川・鉄道の損壊など、多数被害がおきております。亡くなられた方々のご冥
福をお祈りし、被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。皆様の一
日も早い復興を心からお祈り申し上げます。
　大震災により、行政機関から災害調査等の依頼を受け、組合として調査を
実施しました。組合として、迅速な対応を確保するには、災害時の対応体制・
情報共有・人員と資材の調達・活用可能な機械の保有など危機管理体
制の構築に努力してまいります。
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夜間でもスムーズな避難誘導を目指す商品群のご紹介

コンパクトソーラー

常灯式(超高速点滅)

自発光デリネーター

+

蓄光標識板

ソーラー式小型照明灯

+

標識板

常灯式(超高速点滅)

自発光縁石鋲

ソーラー式街路灯

緑の色は避難とか安全という意味合いを持っている。

また、夜間の自発光の視認性に関してはプルキニェ現象

という観点より(波長が 507nmに近い方がいいとされる)

夜間の注意喚起には適切である
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　＜アグリロード＞
常総市国道２９４号線より、下総有料大橋まで。

　案内標識は、下地青、文字白というのが一般です
が、写真のような、デザインを施した標識も、製作
可能です。「色」を再現しているシートは、３M社
のスコッチプリントを使用しています。デザインの
レイアウト及び提案について、ご希望に応じること
ができます。

信号のない交差点において
事故危険箇所の視認性を

向上させます。

カーブの危険箇所におい、
カラー標示をおこない、

減速を促します。

参考資料：JCASM技術資料Vol.8「路面標示と交通安全」　　㈳全国道路標識・標示業協会関東支部

通学路等で歩道部に、
カラー標示をおこない、

歩行者の安全を促します。

一般通行車両および、バス
利用者に対して、バス停の
位置を標示明確化します。

　交通安全対策の一環として、道路上のカラー化がありますが、「事故危険箇所」
「生活道路」における、交通安全施設事業としての、対策事例をまとめてみました。

＜歩行者保護対策＞
　①歩車道の分離をおこなうため、歩道部のカラー化

＜車道部事故対策＞
　②通行車両にバス路線において停車帯のカラー化
　③事故危険箇所等の交差点の明確にするカラー化

＜急カーブ箇所対策＞
　④カーブ車線での、ドライバー減速域を喚起させるカラー化

　危険箇所である、カーブの道路には、下記の写真ように溶融式区画線の路面標示として視線
誘導標示、カラー舗装の材料を使用して、ゼブラ標示を設置しておりますが、いざ、路肩のほ
うに目を向けていきますと、当て逃げによる破損、老朽化により、機能していない安全施設
がみうけられます。当組合では、そのような危険箇所について、調査・提案をおこなっており
ます。

道路上のカラー化による交通安全対策について 危険箇所の防護柵及び視線誘導標の視認について

広域農道の地域アピール標識
-道路案内標識の裏面利用-

① ②

③ ④


